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CCSBT管理手続き開発に関連する統計的年齢/体長別漁獲の総合解析 (SCALIA)のシミュレーション推定研究の結果

摘要
現在、CSIROでは、シミュレーション推定手法を用いて、複雑な複数漁業のオペレーティング・モデルを使用した一連の資源評価モデルの評価を行っている。この研究では、特にミナミマグロに似たシステム動態やデータに重点を置いており、また統計的年齢/体長別漁獲の総合解析 (SCALIA) の評価モデリング・フレームワークは、管理手続きの評価のためにCCSBT科学委員会が開発したオペレーティング・モデル（並びに過去の条件付け手続き）に非常に似ている。ここでは、CCSBT管理手続きのオペレーティング・モデルに関連性のある暫定的な結果を発表する。

ここに説明されている条件の下でのSCALIAの推論的なパフォーマンスは、全般的に満足のいくものであるが、（オペレーティング・モデルの構造的な特徴やデータの特徴に関する仮定が非常に良いにも関わらず）、明らかにいくつかの推定バイアスがある。過去（あるいは漁獲前）のレベルと比較して、最近の資源バイオマス・レベルが多少低いように思われる。ベバートン・ホルト再生産関係の傾斜（steepness）の推定値も多少低いように思われるが、これはオペレーティング・モデルの傾斜が実際に高いときにおいてのみに見られる現象である。しかし、研究中の他の評価モデルとは相当異なる評価モデル（よって信頼性も低い。）を一つ含めてみたところ、平均的に見て、おそらくその他のもの以上にひどくないと思われる異なるバイアスのセットが示された。従って、これらの結論が実際に頑健なものなのか、あるいは、たまたま採用した特定の仕様によって大きく変化するのか、現在のところはっきりしない。過去の動態及び傾斜の推定値は、加入量偏差の変動係数及び自動相関の仕様に対して感度がよくなかった。
